
岬二1【ニユ⊥＝   

Hll．9．24血液事業部会安全技術調査会  

FDA、カナダにおける献血制限について議論  

H12．1．13付血液対策課長通知「献血における問診の強化簑につ∴‾r 二戸L二  

新型インフルエンザの蔓延時等における献血量の確保について  

○ 先舷、国内において新型インフルエンザの発生が確認されたことを受け、資料4   

－1のとおり対応したところ。  

英国通算6ケ月以上滞在（1980－199てう）  

○ 現時点において、血液製剤の供給が滞るような事態は生じていないものの、万   

一、新型インフルエンザの蔓延等により献血量の確保が困矧こなった場合の対応   

として以下の事項を検討する。  

（1）官公署・企業等における事業所献血の推進  

（2）複数回献血者への緊急的な呼びかけ  

（3）医療塊問における適正使用の更なる推進  

（4）海外滞在歴による献血制限の緩和。  

現在、VCJD対策として、英国滞在歴による献血制限詳を行っている。  

※1980年から1996年の問に英国滞在歴遺文1日以上の方及び1997年から2004年の聞に英国滞在  

歴通算6カ月以上の方については献血を見合わせている。  

（5）その他  

H13．3．1血液事業部会安全技術調査㌫  

米国FDAにおける献血制限区追エコ及び欧州における言三牛ブごr≡三∴こ．ニニニー√∴  

H13．3，14付血液対某課長通知「献血さ寺の欧州忘亮墨慧に請1す′；ノざ、 Tl一いノ′‾ノ  

英国、アイルランド、スイス、スペイン、ドイツ、フラン∴、‥′－′「ノJ∴．′  ノて －＿人＿、＿  

滞在（1980～）  

H13．10．22血液事業部会安全技術孟雪空会で法主完  

欧州における狂牛病発症頭数の増加を紹まえ、  

H13．11・16付血液対策課長通知「献血時の欧州渡航歴ーこ菅了るぷ㌧の詫た十∴∴て」・リ≡二  

英国、アイルランド、スイス、スペイン、ドイツ、フランス、ホし．一方ル∴1  ／  

滞在（1980～）  

イタリア、オランダ、ベルギー追加通算6ケ月以上‡君在（モ〕6〇～  

H14．10．29 伝達性海綿状脳症対完訳宝金  

・血液製剤のリスクについて  

血液製剤のうち、輸血用血液製剤（ホ血球等）は、霊長ニキ是く」・しつ三」三三∴く  

血者の病原体の影響を直ちにうけるものであるが、崇む∴竹㍍∴二ぺて‡言ご∵ニ ジス∴∵  

有する者の排除が行われている。三上」仝亘堕揖ご′ニとJr－ィ∴1⊥チ：ニ  

推定されている。  

・今後の対応について  

VCJDの血液からの感染のリスクについてはこれ諾でもたこた・：‥け∴、で二∴、 ∴  

れる感染症の伝播のリスクについて、、ノCJO患者とBS巨多発Eでの∴し∵：1こ＝一  てrJ・・・ト  

外する等の指導を行っており、玉建㈹畏」三三立ユニし七上∴  

画製剤については、垂細工互生追むユニ£。  

H15．3．25血液事業部会安全技術調慧烹  

和Aにおける5年以上の滞在歴による黒血制限及び三三喜によるフリニ∵ニノ11   両′一√  

けて、渡航先をEUから欧州地域に拡大することについて亘芸言壷。  

トヰ   

欧州その他の国26カ国通算5年以上の滞在歴を追加－，「i；55－S蓬こ三′盲 



H17．3．7血液事業部会運営委員会  

－す1日以上の考え方について（旨‖7∴ ニ：ご会∴二、J。∴  

・滞在期間によるリスクを定立土二ご：エし⊥望∴′つ∴て こ  

し方ない。  

・短い期間で発症したとなれは、㍉∴∴∴イ∵女．∴ノ‘、」、  

・あの時厳格にやっておけばといぅ∵∴烏■一しノ∵∵二∴  

・世界基準ができたら足並みをそ∴ノ▼てし、1く／、こ。  

H17．3．31運営委員会・安全子王寺∴ 女王こ三≡．∴三ご  

・需給のバランスがとれれば1E∴笥㍊ち∴㌧  

・白血球除去の導入を急ぐ。  

・2005．1→以降の献血制限を呂；除T  

Hけ4．1付 医菜食品局長退京］∵∴上付ーテのごニパ二三∴＿  

（p．13－17）  

て53．25伝達rr笠芯締状品玉苅芸調査会査会  

→管E〕、土凄製剤及び五菜品等のTSE伝播の予防措置の改訂等について公表  

旦ナHで子宝叩こついては、分画工程lこ  

岬があることを考慮しつつも、人でのVCJD発生国  

⊥蓋世  

H15－6．9付 医薬局長通知「採血時の欧州渡航歴に関する問診の強化について」（P．9）  

A：美乱 アイルランド、スイス、スペイン、ドイツ、フランス、ポルトガル、イタリア、  

オランダ、ベルギー・（ケ月以上滞在（1980～）  

β・アイスランド等26力国‥・－5年以上滞在（1980～）  

H15．12、H16．6 英国で輸血によるvCJD発生  

英国1日以上滞在（柑80－1996）、≠キ心上（！告章1〇○‘；、  

A：フランス等E〕9カ国通算6ケ月⊥∴1二滞在（19ざ；じ－2〇〇‘1  

B：その他の26カ国通算5年以上∴ノ∈、．－2Cコ4J   

卜t16．1コ．23エ蔵事業部会安全技術調査会、H17．1．21血液事業部金運営委員会、Hけ3．24伝  

送性㍍絹扶脳症調査嚢  

卜1131C20ゴT－デー点の土投分官製鋸の製造工程における異常プリオン除去効果の評価を行い、製  

デテ．ご～二の推定Rf危（クリアランス指数）が議論され、プリオンの不活化■除去工程には－  

フ≡刀う、1ぶ主がまうると菩、≡三嵩つけられている。   

卜117，2．4我が国においてVCJD発生（英国滞在歴24日種皮、フラン   

ス汚首在歴3日）   

同日 血液競業部会選言委員会  

附7．27 付 医長食品局長通矢口「採血時の欧州渡航歴に関する問診の強化について」  

（p．10－12）  

以上滞在歴（19aO－）  



（参考）  

血禁分苫製剤の製造工矧こおける異常プリオン除去効果の評価状況について  

日本赤十字社血液事業部ぶ し 

′†＼  

献血時∴二一三－－封特注の上皇∵二∴   
成分   感染性 川50削  推定Rf値の鱒囲（log）莱ヱ   

血照   10S2  

クリオ上浦  1068   血液凝固第Ⅷ因子   1．7－10．7  

血液凝固第Ⅸ因子／複合体  

／迂回活性複合体   

免疫グロブリン  
人免疫グロブリンG   5．0・一13．3  

分画  
ポリエチレングリコール  

処理人免疫グロブリン   

スルホ化／ペプシン処理人  

免疫グロブリン   

イオン文挟樹脂／pH4処理  5．3・一15．2  

人免疫グロブリン   

信ルラミン分豆  人血清アルブミン  5．0・〉15．8   

」廿＿んWm＿＿   人血狭たん白  

血液事業の推進についてに、ヨ噴から格針ノ∴．∫1軋▼  

る。   

現在、献血時の問診をは∴ン壇、核妃増幅欄11＼JAT：′ ′  

スクリーニング検査を実施して就血血†綬の安全「∫こノ」アナう1■，  

ある。しかしながら、NATをもってしても、ウノント  

くすことはできないことから、駄血時甘甘紗章一三∴三さま杜毒：  

エイズ検査目的で献血を利ノ≡］7‾■う者が見られるここに三‡∴  

確保のためより一層の万全を三りけ必要が㌫る。   

そこで、今後、献血時にお：ナる問診、こ閲して、∴∴イ∵γ巨  

慮願うよう改めて献血者に周来し、検諒H巌7二を！こ∴イ∫一√′  

た、新変異型クロイツフニノン：・ヤ＝ブ病・∴〔∴〕二・  

み、今後新たな安全性に阻ナ㌃甘酢 F  

て、1980年から1996年の「j㌣∵且っにヱ∵：6  

の献血を見合わせることなど、†r．キ血に 

よう十分配慮しつつ、間需技一三〔′JFr！〕手合甘1ミしっ 

早急な措置をお願いする。   

なお、この措置について貴㌧下各血・吏センニ′  

配慮をお願いする。  

、
、
 
 
 

※1 手写二14年10月29日厚生労働省公表資料「平成14年度伝達性海綿状脳症対策調査   
封こおける番議の結果について」より。全血にスクレイピーのプリオンを10tO・○ID50添  
書コした土屋今の感染性の回収実験。（Brown P8t8I．Tr8nSfusjon1998：38：810による）   

※2 平成17年1月21日平成16年度第6回 薬事・食品衛生審議会血液事業部金運営委  
員会主萱料より。推定Rf値は、プリオンクリアランス指数であり、文献調査、予備試験  
招菜を含み、冨た、様々なプリオン検出方法、添加試料を用いて得られたものである  
ことから、統一された試払方法、評価基準がないため、相互評価が困難であり、同一  
分類内の各製剤毎の推定値の範囲を最大値と最小値を目安として表示することに留め  
るものであることに注意。   



医薬血発第 9 号  

平成13年3月14日  

日本赤十字社事業ノ局上ぷ∴ ’烏・  ；．ノてこイ、 ；一L小完局血液事業部長 殿  

厚生労働省医薬局血液対策課長  

献血時のしジ∴ノ ′」麿にf）J 」  侶1－一時げ二炊州渡航歴に関する問診の強化について  

血液事業の推進について∴、コ頃か－二／甘 
ては、日頃から格別の御高配を賜っているところであ  

L，」 詰：こついて新変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（nv．cJD）  

土， リ をi＝こみ、今後新たな安全性に関する情報が得られるまでの  

L±㌧て、1980年から1996年までの間に英国に通算6ケ月  

ナ▼る己；‘からの献血を見合わせる措置を講じているところで  

うる ′ 、、〕ニトに、r車㌻±匡の拡大等を踏まえ、薬事・食品衛生審議会血液事業  

∫てた会エコゴいて、上記措置について下記のとおり対象国の拡大及  

ノ末」数粧トj17〕真二．！‾こ／ン行うよう提言された。   

つい▼′∴ 卜∴「己√7〕プ7⊥き言を受け、今後献血時の問診にあたっては、下記の対象  

者に．法：し巨▼三：〕プ∴モ、ここのr；ijこ血を見合わせるよう対応方お願いするとともに、これ  

ノ∴J 佑⊥いただいた方々に対し、今回の措置の趣旨について深い理解  

を手工≠らノさ′し′モ：トニう 上倉紬声‡されるようお願いする。   

コ、今トけこぺ用1葺こ／ついては平成13年3月31日採血分より実施するものと   

て、）   しil 下宅」L膏センターへの周知方について特段の御配慮をお願いす  

／ヽ  

記  

ノ∴ ンランド、スイス、スペイン、ドイツ、フランス、  

ンご＼ニノノノ／  

‡、∴；；㌧√－ 〔）S Jキニこ▲、トト こ記7ケ国に通算6ケ月以上の滞在歴を有する者  

る。   

献血時の問診についてごこ、、  

染の理論的リスクにかんが∴  

分の間の予防措定として、≡  

スイス、スペイン、ドイツ、  

歴を有する着か らの献血む∴．   

今般、欣州における才］三∠ト  

会血液事業部会安全 

提言された。   

ついては、この提言を宝  

からの献血を見合わせるよう  

いただいた方々に対し、今∵  

慮されるようお願いする 

二上Fミ型グーー／′＼／  

新た 

55 年 「S  

ランス  

つせる   

頭左  

、▲．こ）∨  

＝美蘭、  

ミ、をおノ、Y  

詰世の  

なお、今回の措置につし∵∴∴、ギ㍉長上 ⊥ill  

のとするので、鼓管下各血た十 ンクーノ、′r号；：れr  

する。  

追加対象国：イタリア、三一ランイ べノ∴二Lご一  

対 象 者：昭和55年・＝㌣－；し ）以i∵、二   



医薬発第0609002号  
平成15年6月9日  

厚生労働省医琴局長  

藻血時の欧州滞在歴に関する問診の強化について  

血？寝耳主菜の推進については、日頃から格別の御高配を賜っているところである。   
採rj■丁】一時のr誓ほ主については、変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（祀m）感染の理論的  
リスクにかんがみ、析たな安全性に関する情報が得られるまでの当分の間の予防措置と  
して、平成1うヱ与三5月14酎寸医薬血発第9号通知及び同年11月16日付医薬血発第62  
号通知「嵐ⅢL時の欧州渡航歴に関する問診の強化について」により、昭和55年（1980  
年）以徒、英国、アノノンランド、イタリア、オランダ、スイス、スペイン、ドイツ、フ  
ランス、ベルギー及びポルト ガルに通算6か月以上の滞在歴を有する着からの採血を見  
合わせる措位を言針二ているところである。   

今般、莱事・食品舘や濡磁会血液事業都会において、欧州の地理的状況を踏まえ、下  

記のとぉり欧州会≠・こ採血制「；艮を拡大すべきと捷言された。   
ついては、この提言を受け、今後、採血時の問診に当たり、下記2の対象時期に下記1  
の表の一人及びB」二三i完げる「採血制限対象国」に「滞在歴」の欄に掲げる期間滞在した  

者′う、らの浣血を見て二i、‥つセるよう対応をお願いするとともに、採血に御協力いただいてい  
るノブ■々に対し、今匠ご持田の趣旨について深い理解を得るべく十分配慮されるようお願  

いナる。   
なこお、今回ル甘・告こついては、平成15年6月27日採血分より実施するものとするの  
で、鎧管下各血撒センターヘの周知について特段の御配慮をお願いする。   
また、今回の結置の実施に伴い、平成12年1月13日医薬血発第6号「献血時におけ  
る問診の強化等にづ．′、て」は、廃止する。  

記   

1．対象匡と澗㍍混  

7 日  

日本赤十字社血液弓手荒木；∴ご 穀  

J享〔三三 二〕省長  

採血時の奴州こ1長・。た歴に関するヨと‡三∴を、つ強化二   

血液事業の推進について皇、コ嘆から格別J  肯摘仁王  

る。   

採血時の問診について忠、三∴’ミ型クロイツ▼・ハ／「・  

感染の理論的リスクを踪まブ∴ 当分の問のテ∵∴闇豆  

航歴に関する問診の強化に／＿）∴tて」（平成1ご二∴6月1  

号貴社社長あて医薬局長通う∴＝ 以下「060ワ0こニニ ノ近文．J  

算6ケ月以上の英国潤確ⅧH否1▲する者からの弓 ∴を見十  

う要請しており、また、失∵‾？情血を介した∵∵J工つし  

たことにかんがみ、本措置キ∵呈していると、▼’で託／   

今般、国内におけるv C」㌧ガ発生が確言′∴  

英国滞在歴を有するとの情  ミj＝られたた～．1、／り予√’  

のvCJD患者の正確な1辻∴ キが判別し、  を韮．  

安全技術調査会による枚討を∴■うま での間、 ■ 的に、  

にかかわらず、1ケ月以上し二二1，‡曇∃滞在歴を有－ く∴着か，三  

う対応をお願いすることとしノ′ユニニ、今回の措岩∴／ノいて∴∴  

すべく、貴管下各血液センターヘの周知につ、∴∵精虜汗∵  

ともに、採血に御協力いた′／ごいている方々に㌢L、今「∴  

深い理解を得るべく十分配超さ九るよう併せ∵∴∵痛いr‡   

なお、今回の措置により㍍∴制順の対象国ミJ：下記〔∴  

照されたい。  

、Lウ  

、〕）  

∃一と雲  

「00ユ  

r  バ  

′〕よ  

．∴  

∴T■  

l  

⊥寂  

、■－  

」一         ヾノ」L  

、」：  

採血制限対象周   滞在歴   

′＼ 茶毘、アイノンルト、、イタリア、オランク∴スイス、ネヘ‾イン、ドイツ、  6ケ月以上  

アイスラント7’∴小、二7、7ント、ラ、オーストリア、キ、リンヤ、クロアチア、サ   

… B  

ンマリノ、スークニイン、 
ナ ル、－キア、スロヘ●ニア、セルヒ●ァ・モンテネタ◆  

ご、チニコ、テンマーク、ルウェー、ハすチカン、ハげリー、フィンラげ、  5年以上  
デげリ7、ホ⊂－ラント∴ ボスニア・ヘルツェコヾビナ、マケドニア、  
マル モナコノヒテンシュタイン、Jトマニア、ルクセンブルク◆   

三）B に掲げる厨の邪魔闇漣計算する際には、Aに掲げる国の滞在歴を加算するものと  
ニ＞＼  壱ナ   する。   

2．対象時期   
19SO川召fコ55）午ニュ粍  



記  

1 対数㌻′トJと滞在遮  

採血制限対象国  滞在歴  
T甘け掴  1ケ月以上  

ロ  三三：：「 レ6ケ月以上  

＿－トガル  b  ト7 

／了ノスランド、アルバニア、アンドラ、オース 此  
F、リア、ギリシャ、 クロアチア、サンマリノ、  

ウニーデン、スロバキア、スロベニア、セル  

5年以上  ‘ト竿：言二．三「三‡‡ニ：三；芸1≡「言二三妄ニ rい、ブルガリア、ポーランド、ボスニア・ヘル  
に 

ド 

、レ  

芦ノ7ナ F／   

各都道府県知事＋笛  

採血時〔つこりこ∴ ′ こに、ノ   

血液事藁の推進について∴∴／㌧㍑i二  

る。   

今般、標記について凱     こつ二一  

この趣旨を十分掛野‘弓7の土、  二丁  

る。   

；i三：i∴ニ掲げる園の滞在歴を計算する際には、Aに掲げる国の滞在歴を加  

算二十るものとする。  

2 メ」tキミLて」刑   

」、」｛つし〕川」和55）年以降  



厚生労働省医薬局血液対称軋封㌢∴、「凝血貯∴ 

いて」 （平成15年6月9巨けナけ；：，溌第06090C二 ’こ辻‡ト  

通知）及び「採血時の欧州渡航1！▲－ ∴三‾：Jl るF誓」吾妻の∴ミ   つ  

付け薬食発0207006号貴職あて∫F三1」■二∴‘1′万富区∴玉藻．∴ 」言上  

記  

1 今後の献血の受入れに当た′′、‾∴∴  別表に甘－／′ 。用   

を見合わせること。  

（別表）  

平成17年4月1日  

薬食発第0401016号  

日本赤十字社血液事業本部長 殿  

厚生労働省医薬食品局長  
／采血  

採血時の欧州滞在歴に関する問診の強化及び今後の献血の推進について   

＋r   
フさ  洋才∵   

英国、（フランス）（定∴  

A   

②  アイルランド、イタリア、  

ドイツ、ベルギー、ポル 

③  スイス   

①  オーストリア、ギリシ十、  

ーク、フィンランド、ル∵  

②  アイスランド、アルバニ  

B  ア、サンマリノ、スロバ：  

ビア・モンテネグロ、チニ  

リー、ブルガリア、ポー・∴  

ツェゴビナ、マケドニア、  

ウニー、リヒテンシュタ／，   

血液事業の推進については、日頃から格別の御高配を賜っているところである。   

さて、国内において変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vcJD）の発生が確認され  

たことを受け、採血時の問診に当たっては、「採血時の欧州渡航歴に関する問診の強化  

について」（平成17年2月7日付け薬食発第0207006号貴職あて医薬食品局長通知）  

により、暫定的な措置として、1980年以降通算1か月以上の英国滞在歴を有する者  

からの採血を見合わせるよう対応をお願いしているところである。その後、当該vcJ  

D患者の欧州滞在歴等に関する調査結果が明らかになったことを踏まえ、薬事・食品衛生  

審議会血液事業部会運営委員会において、当分の間の暫定措置として、1日以上の英国  

滞在歴を有する者等からの採血を見合わせることとする方針が示されたところである。   

今般、上記運営委員会の方針に沿った措置を実施した場合の献血確保量への影響等に  

関する調査結果を受け、去る3月31日に、血液事業部会運営委員会・安全技術調査会合  

同委員会において更なる検討を行ったところ、今後の献血の受入れについては、新たな  

安全性に関する情報が得られるまでの当分の間、予防的な措置を請じる観点から下記1  

のとおりとすることとされた。   

ついては、下記1の措置を可及的速やかに実施するとともに、貴管下各血液センター  

への周知について特段の御配慮をお願いする。なお、採血に御協力いただいている方々  

に対し、当該措置の趣旨について十分理解されるよう配慮されたい。   

また、下記1の措置の実施により、血液製剤の供給が滞るおそれがあることから、今  

後、下記2のとおり献d†L推進に必要な方策を積極的に行うようお願いする。これらの方  

策については、貴管下各血液センターと十分に連携を図り、その実施に遺漏なきを期す  

とともに、その実施状況について随時報告されたい。   

なお、これに伴い、「献血時の欧州渡航歴に関する問診の強化について」（平成13  

年3月14日付け医動h発第9号貴社事業局血液事業部長あて厚生労働省医薬局血液対  

策課長通風及び平成13年11月16日医薬血発第62号貴社事業局血液事業部長あて  

1  

二、  

・う  

し  

0ニ  

ー5 ′1  

こ）  

′フンタ、スペイご 

∴／  

「
ユ
↓
↓
「
…
J
】
皇
」
 
 

ぺ
 
湖
霊
 
 
 

こ二／ェ一丁ノ、㌻  

∴ノ／プルノ  

アント、ラ、クコ’／   

′ 、スロペニノ、し  

バチカン、ハン   

、ボスニ∵・ノ、  

で’ルタ、モナコ、ノ   

／／、ルーマニノ  

（注1）Bに掲げる国の滞在灘※・∴詩ナるi；真にさニ、  

ものとする。  

（注2）フランス滞在歴を有ナ ∴こつい∵1二   

水準の変動状況を兄つつ、∵㍑打二棚壬「〔  

表に掲げる時期に三通‡た6ニ′ ∴／〈上のてつ描三Jぞ  

こととする。  

r ・  

ノつ「㌣′  

て′  



○採血時の欧州酢在県∴、／；】〕診し∵∴∴  ∴記ぃつ二Lr丹・‾∴∴り土龍製剤の供給が滞ることのないよう以下の方策を実施するこ  

＝ 

化及び受入れ体制の整  

旧 ほ誉畑紺町〕道長等）  

「二j：正常センターー所長会の緊急開催及び各血液センターへの指導  

、Jノ†て・減莞昌汁乃付言㌫ニ友撞を生じる可能性のある水準（在庫の危険水準）の設定及   

こし＼右淡水㌣∴虔」た場合の対応に係る体制の整備  

、・〕ノ1ft三さセンターーごとこ在庸状況の迅速な把握を行う体制の整備と在庫状況の関係  

者、＼∴〕∴肯こゴプニノー、  

、し」 1ヒ▼’ごン∴一二とここ兢時在庫不足予報を発出することができる体制の整備  

狛鳥封烏ノ、ノ、h  

血液事業の推進については、こj ）ら胤引∴プ〕て土11．し‘】   

さて、国内において変ダ造型クニニノ  

たことを受け、採血時の 

について」（平成17年2月て▼i二】  

により、暫定的な括凋として、  

からの採血を見合わせるよう対に∵   

今般、上記運営委員会の方三‡・に  

関する調査結果を受け、去る∴  

合同委且会において更なる校こさ  

な安全性に関する情報が得ら′テンノご  

添（写）の記の1のとおりとrJ‾′≡  

貴職におかれてもこの趣旨を紘1丁  

いする。   

また、別添（写）の記の】プ〕汗  

ことから、厚生労働省としては、ノ、L  

関係機関士の連携の下、献血の鉦1丁こ  

ている。貴職におかれても、下記  

必要な方策を積極的に行うようニテ。；  

道府県行動計画の策定などによじ、  

は、別紙を参照しつつ、貴ぷ：ゾ＼Jこr  

係方面との連携を密にしていたた∵  

ついては、今後報告を求めること1二   

なお、これに伴い、「献血睾け∵▲  

年3月14日イ車ナ医薬血発第ピ与  

血液対策課長通知及び平成1こパ  

（局）長あて厚生労働省医※ノ「ト．．l．  

問診の強化について」（平正i5：㌻二  

省医薬局長通知）及び「扶Jナし「】  

■
 
 
 

7
ノ
 
 
 
ー
 
 

′フニノン f、一L7  

ては、  

’ミ食糞．）0二′  

（〕牛と、。」一山  

ノ＼† J  

l 

】′ノ   ◆と」！＝＿、＿ ノ＼  

ト」 －し－、     い、  

■  

液センター間で血液製剤を融通し合う体制の整備  

の適正使用の要請  

」
、
ノ
 
 
＼
、
」
 
畑
古
 
【
 
 

G
 
 

ノ
 
〇
 
 
コ
 
㍍
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り
．
 
 

ノ
 
■
 
 

ノ当分ソニ り、  

ニ ノ、 L／ト′   

二、は㍍′ 昔  

／、旭にしJ、ノ、 ■   

ご／てこ釦長こ丁る   

⊥L夜宴2責㌧り起て丁  

言三り献⊥一つiて ⊥  

，√，▼るの▼こ、与」  

の実施に遺†乞い   

ノ」、卜字仁王⊥Ll   

う併せておj∫】   

ブ、jるヴ〕で7よ，■■   

エフ前歴：こ「じjr   

青果了と一テ′1＿コ  

Ii16ト「．1＿ソ1、   

、）－こ長／Ll」ノ   

∴＝汗 

ノ、．」ノ‘L脛，二ぎユ1いノ  

ノ
 
ニ
 
 

⊃
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〔
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隼2美7江村け衣食発0207007号貴職あて厚生労働省医薬食品局長通知）は廃止する。  

記  

1 ■位加美満打L者の確保   

（1）零二隼層を中心とした献血者の確保  

エ効果的なPR活動の実施  

空耳校生献血の推進  

急献血参加を促すためのボランティア休暇の推進  

甘ちj」小児期からの献血教育の推進  

（2）駄」出講■の効率的な確保  

〇某［乱祇血の推進  

②都道府県、巾町村における献血推進協議会の設立・開催及び関係者に対する周  

知徹底  

：芝甘木赤十字社の献血摘題偏動に対する支援（献血会場の提供又はあっせん、倹  

診医の確保等）  

2 L轟膵臓に烏ける拙技製剤の適正使用等の推進  

○関係刀体を通じた適正使用に係る各種指針等の周知徹底（血液製剤の平均的使  

ノ鞘註など他施設の使用状況も参考とすること）  

3都道府県ごとの拍血療法合同委員会の設置・開催及び輸血療法に関する実態調  

な二っ実施  

見違症監視等を牒じた適正使用に係る各種指針等の活用の推進  

新型インフルニニシザの置三三持主∴  

献血ぎ、主の確保に・二．）いて   

に寸 ／至プニ）帖）  

17  



2¢¢9．07．†¢  

β．粛扉ナ≠社血潮  

官公署・企業等における事業所献血の推進  

（1）官公署における献血協力状況を把握し、新型インフルエンザの影響による献血  

者確保の㌘急釣な献血実施場所として、必要に応じて出張採血によ′る受入休制  

も考施した献血協力を求める。  

三t㍊20年度官公署献血状況（全国）  単位：人  

（2） 事業所献血を実施してし、、′三∴：三業に対しては、←．．（1ニ  

張採血による受入体制C：′J∴、また献血者の∴沌問ミ∴  

での体制を整えるなど、5」′．」、釣な献血の依緩∴十う。  

平成20年度一億定ニ．昔話血状況こ全ニ 

プノ一億企業数   

ヨ数／一  

ご7  

献血協力回数／年  献エ∴藁  1回    2回    3回以上    合音十  

こ二名ま．、   

774▲，   

こ1，65J  

」‥   

19，7乙二  

45，289  F 献血協力回ごJ年  献血協力官公署数  献血者数   ニニ 円  臣  2，512      2匡‡  3，030  131．149  3E以上  1．733  293．967  含言十  7，275  ヰ70，385   （献血者確保シミュレーション   

協力回数が1回／年の－f↓人1∴∴∴－打こおいて、ii。．ニュのプ、   

理喜剛直上、約518．00〇人㌃J∴ここ⊥者を確保する「」∴が可／iL二  

血率86．4％（20年度全国ニーり二∴ キ考成すると〇し ′二〇∪抗 

赤血球製剤の供給案紹：宇′ニニ20年度）は、∈．∴∴COCUノ．  

であることから、57．8日倶訂り．、の確保に相当す′三二三のと；t∴  

また、今般の新型インフノ∴二、ノザ発生初紺の「ニ∴  初言†こ  

を想定した場合は724，50Cし こ・134 別共絵分∴   rこ訂⊥  

実績を60％まで下方修正し丁こ三：含は、5ロ．40Cしノ  7［∃ 

推計される。  

眈．Lニニl，二三雇主含憶）  

（献血者確保シミュレーション）   

協力回数が1匝／年の官公署において、再度献血のお願いをした場合。   

空言奇値上、弐；七45000人の献血者を確保することが可能と推計され、400mL献血  

室66ぐ％（20年度会国中均）を考慮すると84．000∪の確保塁となる。   

赤血球製糾の供給実績（平成20年度）は、6，080，000∪／年（平均16700∪／日）  

であることカ＼ら、50日供給分の確保に相当するものと推計される9  

また、今㍑の折聖インフルエンザ発生初期の献血当初計画に対する献血実績75％  

を想定した場合は63．100∪（3．8日供給分）、さらに献血当初計画に対する献血実  

i、芸を6ロ％まで下方楼Ⅱした場合は、50，4∞U（3．0日供給分）の確保が可能と推計  

される。  

献血者数（理論値）  単位：人  1COl；   

200mL   7C，○⊂○   

400mL   448，C〔〕ニ   1     計  518，0じこ  200mL換算（∪）  966．C〕〇  供給量  57．∂ヨ供こ÷∴  
′ト  

「‾‾玉㌃▼  

52．5Cご  

‾   
応拝率  

100％   75％   60％  

6．000   4，500   3．600  

39，000   29，300   23，400   

打  45，…  33．800   27．000   

200mし換算（∪）   84．000   63，000   50．400   

供給量  し －．   5．0日供給分   3．8日供給分   3．0日供給分  

388，5〇二  

43．4日債三言′  一；   
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β≠靡ナ≠鑑虚廣♯幕末夢   

2 複数回献血者への緊急的な呼びかけ  

（1）複数回献血クラブ会員に対し、献血の確保状況や在庫状況などの情報提供を行  

うとともに、電子メールにより献血依板要請を行う。  

平成コ1年3月末現在の複数回献血クラブ会員数（全国）は16g，100人となってい   

る蔦当該クラブ会員における献血協力状況について、東京都赤十字血液センターが分   

析したデータを以下に示す。  

メールクラブ連用状況（平成20年度．東京都赤十字血液センター）  単位：人  

上記1．および2．は、理三条1一エ．この献血柁保量技訂∵あ′こjこ 、」＿イ∴ニノーー  

標として、以下の対応完について積討する必要がこ1ノノしうt，（フプニ仁  

こ∴‾ 

．＿   

関すること。  

②新型インフルエンザ蔓廷言こおける献血托ぷ∴∴   

計画的・総続的な献血ナ去らブ■・ナナゴヨ三いするた占う〔  
－   一1－   

NHKでの定期的報道等：。  

③新型インフルエンザの扶∵∵悠三を想定し、霹。 ノ．、く  

日間）を考慮した在庫筐三∴二して、予め適正∴∴こ二二三．し    〔さ三三′、   

当初に予想される献血…三1’．〔．よエ或少を抑制する：㌢1fを三三了  ∴こ。   

④新型インフルエンザ蔓延持こ㍊血協力のお臥、（rJTここ二 へ、可紀亮■   

交通機関を使用せず、臓長二よる送迎やタクシー等．iナヰ」∴‡▼′〔jlこ；C二i二∴、て∵∴二、   

こと。   

J  

∈   成分献血   全血献血   計  

献血俵組数   64，032   12，791   76．283  

献血受付故  22．339   2，481   24，820   

採血数   20，155   2，244   22，399   

交付率   34．9％   1g．ヰ％   32．年％   

採血率   31．5％   17．5％   29．4％   

（献血者確保シミュレーション）  

当該クラブ会員169．100人に対して献血依頼をした場合の理論値上の献血者敢を  

推言十すると、成分（PC）献血については26，300人、また全血献血では28．000∪の  

確保豊となる。   

血小板製剤の供給実績（平成20年度）は、733，∞0本／年（平均2000太／日）であ  

ることから、13．1日供給分の確保が可能と推計される。   

また赤血球製剤の供給実績（平成20年度）は、6朋0．如0∪／年（平均16700U／日）  

であることから、1．7日供給分の確保が可能と推計される。  

献血者数（理論値）  単位：人  

固定施設（PC）   移動採血（全血）   

クラブ会員数   169，000   

献血者受入割合   49．4％   50．6％   

献血協力依相対象故   83・500   85，500   

採血率   31．5％   17．5％  

200mL   2．000  

壷献血者奴（矧直）  26．300  ヰ00mL  13，000  

200mL換算28β00U   

俵結量   13．2巨】供給分   1．7日供給分  
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β≠扉ナ事酬   

医療機関における適正使用の更なる推進  

図1は、平成19年から平成21年における赤血球製剤の在庫推移を示したグラ  

フである。年間を通して適正在庫を維持しており、需要に見合った採血がなされ、  

医療域瀾への安定供髭が図られている。   

図2 新型インフルエン▼1．こ；二幸のプー；∴こ‡三く  
】20．00D  

l一 －■－－  ・、  

■＼、  

ヽ－、  

上二   注意報水準70％  

＼  警報水準50％  

。」  

主に∴H、。  

十 べ を   
今回、20年度の赤血球製剤実在庫を基に、新型インフルエンザの蔓延時を想定  

した当該製剤在捷のシミュレーションを行った（図2）。前提条件は以下のとおり  

である。  

こ前提条件：  

立退巳と立退エリアは以下のとおりとした。  

・A→発生後3週Eに定点  －◆ユL∈、▼＿′＿． 

・B→発生後5遅日に注㍍．・芸キ≡ポニいこ〔‾∵  

・C→発生後7～10遅呂ロ／  

回復し11追抜に鳥  

・D→発生後も適正た寵こ  

・：∴．二‥∴「  

」一＿ し▼‘－  

卜Jo・    蔓延日  蔓延エリア    10／‘01～8週間  革京都  「110ノ′07～6週間   東京ブロック全域に拡大    10／′14～8週間  愛知・大阪ブロック全域に拡大  4  10／21～8週間  宮城・岡山・福岡ブロック全域に拡大   

このことから、新型インブ  

は、上記1，およぴ2によ工ト／∴∵■仁こ∴こ．、／，、  

における血液製剤のi豆なる主∴ 雷汗－ん、一」  

関係機関に対して事前rこ仕∴  ．：三三、ノ∴い   

・シミュレーション対象期間は10－12月とした。  
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4 海外滞在歴による献血制限の緩和  

（1：章就血用血液製剤及び血津分画製剤ごとの穏和  

免疫グロブリン製剤・アルブミン製剤用原料血祭（N原料）を対象とした場合  

①献血制限の緩和でのPPP献血によるアルブミン・グロブリン製剤用原料血凍（N  

原料）として琵保される量は極めて少土であり、献血制限緩和の有用性は低い  

ものと考える。  

下表のとおり、平成20年度における原料血策受入総ilO2－3万しに対する  

PPP献血由来のN原料血妓受入量は、6．1万L（全体の6．0％）であり、全体i  
に対する割合は極めて低い。  

しかも、PPP献血者の受入施設が、献血ルーム等の固定施設で、当該施設に  

おける主体的な献血がPC献血、PPP献血（FFP5）並びにPPP献血（C原料，  

凝固因子製剤用原料血策）であり、先の新型インフルエンザ国内発生時と同様、、、  

に、状況に応じてPC献血を優先して採血する必要があることから、献血制限  

法和による増加が期待できない。  

－21年度原料血宣定確保目標においても、原料血姥確保目標総ilOO万し（C原料79．7万  

し．N原料20．3万L）に対するPPP献血由来のN原料血蝶送付iは、4．2万し（全体  

のヰ，2％，推計）を見込んでいる。  

原料血狭受入量（献血種別．20年度実績）  単位こL  

．一∴、．．  

②ppp（N原料）から製i蓋し、；：・しる血彗烹分直ま士別［＝は、  

プリン製剤の他、乾燥人J∴∴ニぎ三回互‡Ⅸ乙丑モこ複合体1ニ  

ンⅢ等も製造されているこ（二丈、ら、言ノこJニュー手潤け痛言  

る。  

（2） 欧州滞在期間の銭箱（裏▼■∴∴さ二九拝］血淀を；・：誌：  

① 日本赤十字社が平成17二． ≒16～2ニヨに行っ7二三  

道、宮城、東京、望如、人∴∴「1山、㍍高∴二伸ニ∴  

人のうち、英国に1日以上▼；二子▲吾がある署の薮は1．1‾  

1ケ月以上滞在歴があ～十÷∴烏7∂人（「．言：ロコ3〔／。二  

②一方、英国渡航歴1泊以こ1声ジ：山制限導入は、ヨニ；二i  

－10日に全国の献血受1寸ミ を対象に行った訪立でrご 二  

168，055人のうち、美訂二1泊以上滞在歴がある右し∴  

の0．32％）となっておし∴」該献血制限への三£言㌫ノう〈∴  

と考えられる。  

また、滞在期間不明者11こハを除く429人のうモ、  

者は343人（80．0％）、㌣∴宣以牒の滞在逗があるこしノニ1  

であり、大半は1～2遅㌣∴パの短灘の滞在であるこ二  

回3 芸ヨ1；こ∴、上とE筈した領土不こ三1告C 

」原半斗区分  200m」  400mし   PC   PPP   PP   計   

受入量  723．700  
。原料  
偶成比   31．2％  13．8％  23．4％  70．8％   

受入量  299，033  
N原料  
構成比   18．0％   2．4％   6．0％   0．7％   28．2％  

受入量  
相成比   49．2％  16．2％  2；〉．4％  0．7％   100％   

廿  ◆PP・‥プール血叛  

血液保存液（CPD液又はACD－A液）を混合したヒト血液から分搬した血舞や、成分採  

血に由来する血液保存液（ACD－A液）が含まれた血叛を混合した血妓で、－200c以下で  

の凍結保存により有効期限は製造後4年間とされ、人血清アルブミン等の血妹分圃製  

剤の製造で使用される。  

」こけ   ヽ 1ヽ ゝ ウ b ヽ t l∴ ∴ ‥、1・、、・ト ヽJ＼■、J∴－．  

以上のことから、平成ニ〇：羊ま諸式血交付者（六づ62〇 ∴  

2週間以内の滞在歴を献二∴∴1三の緩和封諒とした号悠、  

増加が見込まれる。  

9  
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ご．．三三，i完「′：ノこ→システム関連  

‡説行の恵美事業兢「システムでの運用の可能性  

現行の烏悪童業統一システムでは、海外渡航歴の有無および英国に1泊以上  

詳在についての情報はシステムに保存されているが、これらの情報は問診票の  

匡使詑鐙として保存している。  

ほって、英瓦に1泊以上滞在したかの設問に「はい」と回答した献血申込者   

‡こおいては、巨・都市名及び期間を受付担当者が目視で個々に確認するしか方  

法がない1試写人で巳視確認よるチェックは、見落としや錯誤の危険性を排除で  

きで 、之去1三ケ＝烹血のリクスが高くなる。  

また、その手羞の製造工程や出荷時でのチェックで前記リスクを排除する可能  

性については、当該情報が献血者の個人情報として扱われていることから、そ  

れらの控三ミ…汀ゝ門では情報を参照する権限が無く、エ程に確認・チェック機構を  

佗み入れそことが汗来ない。以上から、献血受付時の問診票目視確認を前提と  

」1＝罠圧は、「・よ：た宣二付後のチェック機構が働かず十分な安全性が担保できない。  

②血液事業統一システ⊥∴  

血液事業統一システ 

る荘園・難易度の試烹、   

テム開発業者が芙施ナニ   

その後に契約に基づい丁一   

今秋までの改修完了は二  

本件の対象ブコゲラ＼   

の改修と重複すると′Lムf：   

ある。  

a一 献血制限緩和に闇J  

上記（DのリスクJま∴  

b 問診票改訂に焦る丁こ．∴  

上記①のリスクは㌢∴  

c，問診票改訂にイテこるこ1  

問診票改訂完7寺▼急こり  

問を要する。  

’a．b．c．は、献血誉】「‡芸・、．  

－ 上言己の改修鮎閻㍉∴∴   

ノ芦】。1ニ  

∴忘t∴⊥て三う宝   

∴L叱こ：1ノ，7‖叫）／          ：r’「′てヽ  

ニ1、ノここ上1二  

2′こ1云イ1・‡こ：ノ†1  

仁」り己 し ぃつ′こト  

・L三‡1［之室jが、上記  

ことから、⊥。1「  

′∴テム改t三を1r去ニ  

。、改訂に惰るシニ  

三：、、くと並行Lて行一   

さたく、r崇〕三主芙ミ乙よ．  

を使先丁る   

子手となるた上つ、  

二∴二：∴  

、こミt二こ＿⊥1一、、  

－ 
ソニー」（〕：三；二丈ヨ）  

り1j栢55年1】‥ノ鴨、海外に旅行または怯んでいたこと  
」こ√わ＼．，  

一こ； 
ー  

r〉Lモー）fさ二（ロコ打55符）へ・・1996年（平成8年）の闇に炎圏に1  
トニ祐子王し牢L・た＝か。（t才い いいえ）   

なお、ニ在、ヨ本赤十字社では過去の基準変更により複雑化した問診項目に  

つ．＼て、＿巨違憲や内容により、現行の画像記録から詳細な個々のデータとして  

記法する丁二めに、問診票に係るシステムの改修を予定している。   

このシステム改修完了後は、海外渡航歴の設問を現行の画像としての記録か  

ら：よ」パこ言語な個々のデータとして記録するため、受付を含む製造、出荷の各  

工投でシステムでのチェックが可能となる。  

準 諌言了英の問診項  

和瓦（入国）して4通冊以内ですか．   
－一事し、・いいえ ロ ロ   

：ヨーコッル米国・カナダ以外の外国に滞在しましたか．   はい・いいえ   
ニ  ロ   

】一口、ノバ・米国・カナタ以夕沌〉タ†屈に〕．重出上滞在しましたか．   1言い■いいえ   

】ロ  ロ   

ン＼昭如55〉年～1996（平成8）年の聞に1泊以上滞在しましたか．   はい・いいえ  
□ □   

長慧も含t）に1980年以雉通算6カ月以上滞在しましたか．  （四  Lブい・いいえ  
□  □   

、  ≡ナごら  

1 

－LJ雪  

しユ」」  

．▲rノ r こ  

一 ，  

一‾ ご ≡こ1。一∈  

二 り＼し  

1」   

10  
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5．その他  

拍聖インブノンニンザの蔓延時等における献血者の確保については、PC献血および   

全血毀止lの†立党的な沌保［＝伴い、PPP献血の減少による新鮮凍結血策（FFP5）およ   

び頂料山善賢托†完這の低下が予想され、貯留保管期間（6ケ月）後の出荷時に影響を及   

ぼすことにも訂意する必要がある。  

6．まとめ  

献血者確保対話については、国や地方公共団体等との協力のもと、必要な献血者数   

を子吉保する可能な対話を取ることと、医療機瀾における輸血用血液使用量の削減等の   

対策が必芸不可欠である。  

また、海外滞在歴による献血制限の緩和（全ての輸血用血液を対象）については、   

折望インフルニンザの蔓延時等において一定の有用性はあるものと考えられる。その   

場台は、献血者の基準外採血のリクスを回避するために血液事業統一システムの仕様   

変更が必要となる。  

ぢお、今般の前髪インフルエンザの蔓延時等における献血iの確保については、血   

液；；；某道三営憲長会で承認された内容について、「血液事業における新型インフルエン   

ザン・三三∈ガイドライン」（日本赤十字社）に反映させるものである。  

12   




